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■　道路メンテナンス事業補助制度の創設

（令和２年度予算：２，２２３億円）

○　概要

道路メンテナンス事業

地方公共団体が管理する橋梁、トンネル等が対象
　高度経済成長期に整備した道路施設の老朽化が急激に進んでおり、
例えば橋梁では、建設後50年経過する橋梁の割合が、現在は25％で
あり、10年後には50％に急増する。

平成26年度から平成30年度までの一巡目の点検において、次回点検
までに措置を講ずべき橋梁は、全体の約1割（約7万橋）存在する。

   このうち、点検結果を踏まえて平成30年度までに修繕に着手した橋
梁は、地方公共団体管理で20％にとどまっており、措置が遅れている
状況となっている。これらに対して、早急に対策を実施できるよう地方
に対して計画的かつ集中的に支援を行う必要がある。

橋梁の例

長寿命化修繕計画

地方公共団体は、長寿命化修繕計画（個別施設計画）を策定・公表
橋梁、トンネル、道路附属物等の個別施設毎に記載された計画に位
置づけられた事業を支援

○○市

橋梁
長寿命化修繕計画
【個別施設計画】

記載内容
・施設名　・延長
・判定区分
・点検・修繕実施年度
・修繕内容　・対策費用　等

○○市

トンネル
長寿命化修繕計画
【個別施設計画】

記載内容
・施設名　・延長
・判定区分
・点検・修繕実施年度
・修繕内容　・対策費用　等

○○市

道路附属物等
長寿命化修繕計画
【個別施設計画】

記載内容
・施設名　・延長
・判定区分
・点検・修繕実施年度
・修繕内容　・対策費用　等

○　道路の点検結果を踏まえ策定される長寿命化修繕計画に基づき実施される道路メンテナンス事業（橋梁、トンネル
等の修繕、更新等）に対し、計画的かつ集中的な支援を可能とする個別補助制度を創設する。

損傷状況（鉄筋露出）

　（国庫債務負担行為を可能とし、効率的な施工（発注）の実施と工事の平準化を図る。）

修繕の様子（断面修復）

トンネルの例

損傷状況（うき・漏水）

修繕の様子（剥落対策）

道路の橋梁等の老朽化対策にかかる個別補助制度（道路メンテナンス事業補助制度）の創設


